
令和８年度 長浜市手話施策推進会議 

次    第 

 

                        日 時：令和８年６月 25 日（木） 

                         午後３時００分～ 

                        場 所：長浜市役所 ３階  

                             ３－Ｂ会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 議 題 

（１）手話で共に暮らす長浜市手話言語施策の取組内容等について 

 

 

 

 

 

（２）長浜市手話施策推進会議の最終回にあたり思うことについて 

    （委員ご自身に生じた変化や今後に期待することなど） 

 

 

 

 

 

３ 閉 会 

 

 

 

 

 

＜資 料＞ 

○資料１ 

○資料１－１ 

○資料１－２ 

○資料１－３ 

○資料２ 

○参考資料１ 

○参考資料２ 

○参考資料３ 

手話で共に暮らす長浜市手話言語施策の取組内容等 

健康フェスティバル・手話啓発ブース出展 

広報ながはま（隔月）、しゅわとも掲載 

令和８年度長浜市手話奉仕員養成講座（基礎課程）概要 

長浜市手話施策推進会議の最終回にあたり思うこと 

手話で共に暮らす長浜市手話言語条例 

手話で共に暮らす長浜市手話言語条例に規定する施策を推進するための方針 

手話で共に暮らす長浜市手話言語施策ロードマップ 



長浜市手話施策推進会議 委員名簿（令和８年度） 

 

（敬称略） 

 

 

長浜市 

 種別 所属団体等 氏名 

１ 
学識経験を有する者 

（１号） 
大学教授 高 梨

たかなし
 克也
かつや

 

２ 

関係団体の推薦を受けた者 

（２号） 

長浜市聴覚障害者協会 石 川
いしかわ

 稔
みのる

 

３ 長浜市社会福祉協議会 宮 川
みやがわ

 和 彦
かずひこ

 

４ 手話サークル 松井
まつい

 佳代子
か よ こ

 

５ 滋賀県手話通訳問題研究会 岡野
おかの

 仁
ひと

美
み
 

６ 
教育機関の職員 

（３号） 
長浜市教育委員会 教育指導課 桐 畑

きりはた
 裕子
ゆうこ

 

７ 

公募市民 

（４号） 

公募 新 村
しんむら

 敬緯子
け い こ

 

８ 公募 平井
ひらい

 止
し
夏子
げ こ

 

 所属 職名 氏名 

１ 
健康福祉部 

次長 大塚 宏未 

２ 管理監（しょうがい福祉課長） 小嵜 多代 

３ 

しょうがい福祉課 

（事務局） 

副参事（係長） 三家 秀和 

４ 主事 丸岡 佳苗 

５ 手話通訳士 辻 香代子 



手話で共に暮らす長浜市手話言語施策の取組内容等について 

  

（１） 手話への理解の促進及び手話の普及を図るための施策 

施策の基本的方向 取組内容 Ｒ６年度以前の主な取組実績 Ｒ７年度の取組内容 Ｒ８年度の計画（一部実績含む） 

市は、市民及び事業者等への手

話への理解の促進及び手話の普

及を推進していくため、手話に

親しみ、手話への関心を高める

ための啓発に取り組みます。 

①イベントの開催 条例制定イベントを実施した。 

R5年９月 24日（日）13:30～15:30 

長浜文化芸術会館において、中嶋元美（手話パフ

ォーマー）による公演 約 200人の参加あり。 

市内在住の小学生を対象に「手話啓発ポスター」

を募集し、上記イベントに合わせて、展示と表彰

を実施。市内３校から 12点の応募あり。 

 

健康フェスティバルに手話啓発ブース出展。 

R7.11月２日（日）9:00～16:00 

（於：長浜バイオ大学） 【新規】 

（ブース来店者数：57人） 

 

健康フェスティバルに手話啓発ブース出展。 

R8.11月１日（日）9:00～15:00 

（於：さざなみタウン一帯） 

※資料１－１ 

※「手話であそぼう！」ブース 

市内各サークルの協力を得て、来場者（子ども

達）が手話に親しんでもらう機会を創出 【検討】 

 

②広報誌「広報ながはま」 広報ながはま６月号に特集ページを設け、手話で

のあいさつと手話サークルの紹介を実施。 

広報ながはま 11月号から隔月で啓発記事を掲載。 

 

広報ながはま（隔月）掲載。 

R7.5月・7月・9月・11月・R8.1月、2月、3月号 

※市政功績者表彰（４サークル） 

※資料１－２ 

広報ながはま（隔月）掲載。 

R8.5月・7月・9月・11月・R9.1・3月号 

【継続】 

③ＨＰ・ＳＮＳ等の活用 ながはまミニミニ手話講座や手話奉仕員養成講座

についてⅩで発信。 

養成講座受講生アンケート結果をＨＰに掲載 

障害者週間に合わせ、12月にながはま図書館の特

別ブースに手話に関する図書を設置。 

 

ＨＰ・noteを活用し、「しゅわとも」を発信。 

R7.7月、R8.1月、R8.3月 

 

ＨＰ・noteを活用し、「しゅわとも」を発信。 

R8.7月、11月、R9.1月、R9.3月 

【継続】 

④パンフレット等の作成 手話言語啓発リーフレット（3,000 部）、ポケ

ットティッシュ（3,000個）、ボールペン（300

本）を作成し上記イベントや庁舎内で配布。 

 

― 

 

― 

⑤国スポ・障スポＰＲ動画 YouTube配信 YouTube配信を継続（障スポ終了まで） 

（再生回数：9,080回） 

 

― 

⑥手話出前講座の実施 民生委員、人権擁護委員、高校、各種団体等へ出

前講座の実施 

 

高校、各種団体等へ出前講座の実施。（目標５件） 

（参加者数：356人（７件）） 

手話出前講座の実施。（目標５件） 

【継続】 

⑦市職員へのワンポイント手話

講座 

市職員対象の手話講座の実施。朝礼の時間を使っ

て、健康福祉部の各課へ啓発を実施。 

 

市の新規採用職員対象の手話講座。健康福祉部内

の課において朝礼で実施。（目標 12回） 

（参加者数：119人） 

市の新規採用職員対象の手話講座(R8.6.3実施)。

健康福祉部内の課において朝礼で実施。 

（目標 12回） 【継続】 

⑧小中学校への出前講座の実施 社会福祉協議会を通じて、中学校・小学校・学園

にてサークルに実施いただく。 

社会福祉協議会・サークル連携による小中学校へ

の出前講座の実施。（目標 10校） 

小中学校への出前講座「手話を学ぶ福祉教育」の

関係者情報交換会の開催。【新規】 

(サークル等４団体、社協、市、教育委員会) 

社会福祉協議会・サークル連携による小中学校へ

の出前講座の実施。（目標 10校） 

【継続】 

 

―１― 

資料１ 



 

（２） 手話による意思疎通や情報を得る機会の拡大のための施策 

施策の基本的方向 取組内容 Ｒ６年度以前の主な取組実績 Ｒ７年度の取組内容 Ｒ８年度の計画 

音声言語により提供されている

行政情報等について、手話によ

る情報の取得ができる環境を整

備します。 

①意思疎通支援者の派遣 専任手話通訳士を配置し、依頼に応じて対応。 

（専任通訳士が派遣できない場合は、聴覚障害者

協会へ派遣を依頼） 

専任手話通訳士を配置し、依頼に応じて対応。 

（専任通訳士が派遣できない場合は、聴覚障害者

協会へ派遣を依頼） 

（利用延べ人数：約 170人） 

専任手話通訳士を配置し、依頼に応じて対応。 

（専任通訳士が派遣できない場合は、聴覚障害者

協会へ派遣を依頼） 

【継続】 

②遠隔手話サービスの実施 長浜市立湖北病院、中之郷診療所、長浜赤十字病

院で利用可能。中之郷診療所で利用。 

 

長浜市立湖北病院、中之郷診療所、長浜赤十字病

院で利用可能。中之郷診療所で利用。 

（利用延べ人数：約 7人） 

依頼に応じて適時対応。 

【継続】 

 

③災害時避難所における情報提

供 

ＨＰを通して安全・安心メール、FAX119、ネット

119、110番アプリシステムの活用を促進。 

今後、避難所における情報提供方法の検討が必要。 

ＨＰを通して、安全・安心メール、FAX119、ネット

119、110番アプリシステムの活用を促進。 

災害時避難所における情報提供方法の検討。 

 

ＨＰを通して、安全・安心メール、FAX119、ネット

119、110番アプリシステムの活用を促進。 

今後、災害時避難所が開設された場合に、その運

営状況を踏まえ検証。 

【継続】 

 

（３） コミュニケーションの手段として手話を選択することが容易にでき、かつ手話を使用しやすい環境の構築のための施策 

施策の基本的方向 取組内容 Ｒ６年度以前の主な取組実績 Ｒ７年度の取組内容 Ｒ８年度の計画 

手話は言語であり、ろう者は手

話により円滑にコミュニケーシ

ョンを図る権利を有することを

認識し、日常生活において手話

が使いやすい環境づくりを進め

ます。 

 

①職員向け出前講座の実施 新規採用職員研修、庁内部署に手話講座を実施。 市の新規採用職員や庁内他部署に手話講座を実

施。（目標３回）【一部再掲】 

（参加者数：約 80人） 

市の新規採用職員や庁内他部署に手話講座を実

施。（目標３回）【一部再掲】 

【継続】 

②事業所等への啓発 出前講座による事業所への啓発。 出前講座や企業内人権啓発の機会を活用した事業

所等への啓発。【新規】 

（訪問事業所：市内 228社） 

 

出前講座や企業内人権啓発の機会を活用した事業

所等への啓発。 

【継続】 

 

（４） 手話通訳者の確保及び養成をはじめとする手話による意思疎通支援者に関する施策 

施策の基本的方向 取組内容 Ｒ６年度以前の主な取組実績 Ｒ７年度の取組内容 Ｒ８年度の計画 

ろう者が日常生活又は社会生活

を営むうえで、特に正確な情報

が必要な時又は自らの意思を正

確に伝える時は、手話通訳者を

介して意思疎通を図っており、

手話通訳者は重要な役割を担っ

ています。市は、その重要性を認

識し、高度な技術を有する手話

通訳者の確保及び養成に努めま

す。 

①手話奉仕員養成講座 

（入門課程）の実施 

 

隔年度で実施（Ｒ５年度に実施）。 ６/13～11/21 全 20回（目標 30人） 

（修了 50人/申込 58人） 

 

― 

【継続（隔年）】 

②手話奉仕員養成講座 

（基礎課程）の実施 

 

隔年度で実施（Ｒ６年度に実施）。 ― R8.６/19～11/13に実施。（目標 15人） 

※申込 37人         ※資料１－３ 

【継続（隔年）】 

③手話奉仕員養成講座修了者の

スキルアップ研修 

 

手話奉仕員養成講座（入門課程）及び（基礎課程）

修了生を対象に実施。 

R8.２/27、３/13に実施。（対象 50人） 

 

R9.２～３月に実施。 

【継続】 

④資格取得への支援 ― 資格取得に向けた「手話のススメ」を配布。 

養成講座の中で資格情報等を提供し、講座参加者

の学習（資格取得）意欲を醸成。 

資格取得に向けた啓発実施。 

養成講座の中で資格情報等を提供し、講座参加者

の学習（資格取得）意欲を醸成。   【継続】 

―２― 



2026 ながはま健康フェスティバルについて 

○日 時 : 令和 8年 11 月 1 日(日)  午前 10時～午後 3時 

  ○場 所 : さざなみタウン 

(長浜まちづくりセンター、長浜商工会議所、ビジネスサポートセンター) 

  ○内 容 : 「健康」をテーマに、各種団体等が健康関連の趣向を凝らした健康関連の

催しを実施します。 

（身体の測定など健康に関するブース出展、飲食や屋外展示など。） 

○今年度の手話啓発ブース「手話であそぼう！」 

→ 上記のイベント趣旨を踏まえ、市内各サークルの協力を得て、来場者（子ども

達）が手話に親しんでもらう機会の創出を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「手話であそぼう！」 

令和 7年度ブース来店者数：57 人 

資料１－１ 



＜広報ながはま（隔月）掲載＞ 

 

○令和８年 ２月号 

広報ながはま 裏表紙「ながおし！」 

 

 

 

 

 

 

 

○令和８年 ３月号 

「手話で共に暮らす人たち」をインタビュー形式で紹介する “しゅわとも” 

 

 

 

 

 

○令和８年 ５月号 

「手話のひろば」“５月 22 日は「ほじょ犬の日」” 

 

 

 

 

 

 

※参考：「しゅわとも」(note)の記事は次頁から 

資料１－２ 





















と こ ろ   長浜市役所本庁舎内 

 

 

 

 
受講料    テキスト代   ４，２９０円 

令和７年度長浜市手話奉仕員養成講座「入門課程」を受講された人は、お手元の 

テキストをお使いいただけます。 

 

。 

 

定 員     ４０人程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

手話奉仕員養成講座「入門課程」を修了し、さらに手話のスキルアップを目指す人を対象に、

手話の基本文法と表現技術を習得するための講座です。 

 

 

 

 

 

手話

長浜市手話奉仕員養成講座「基礎課程」開催のご案内

 

 

と   き   令和８年６月１９日（金）～１１月１３日（金） 毎週金曜日  １９：００～２１：００  （全２０回） 

※ 開講日 ６/１９・閉講日 １１/１３ は、１８：３０開始 

※ １１/６ 自宅学習（休講） ・ １１/２０ 予備日 

 

 
内  容    厚生労働省 手話奉仕員養成カリキュラム「基礎課程」による講座 

 

 

 

 

 

 

対象者   ・長浜市が過去に実施した手話奉仕員「入門課程」を受講し、「認定証書」の交付を受けている人 

          ・長浜市に在住、在勤または在学している人で、他自治体で手話奉仕員養成講座の入門編を受講し、 

修了したことを証するものをお持ちの人 

 

 

 

 

お申込み期限  令和８年５月２９日(金) 
 
お申込み方法   
 
右上のQRコードを読み取り、申込み専用 Logoフォ 
ームにアクセスしてお申込みください。  
または、裏面の申込書をご記入のうえ、ＦＡＸ・メール・郵
便でお送りいただくか、窓口までご持参ください。 
 

 

 

 

 

↑ 
お申し込み 
専用フォーム 

 

 

 

 

 

〔 問い合わせ・申込み先 〕  
 

   長浜市 健康福祉部 しょうがい福祉課  

   〒526－8501   長浜市八幡東町６３２番地 
   ＴＥＬ 65－6３７２ / FAX  64－1767  
メールアドレス   shougaifukushi@city.nagahama.lg.jp 

 

お申込みいただいた人には、後日受講の可否をお知らせします。  

全２０回のうち、８０％以上（16回以上）出席した人に、認定証 

書を交付します。 

 

 

 

 

資料１－３ 



長浜市手話施策推進会議の最終回にあたり思うこと 

 

 

本市では、手話で共に暮らす長浜市手話言語条例をはじめ、施策の推進方針や施策ロード

マップを定め、次の施策（詳細：資料１）を総合的かつ計画的に推進しています。 

 

(1) 手話への理解の促進及び手話の普及を図るための施策 

(2) 手話による意思疎通又は情報を得る機会の拡大のための施策 

(3) コミュニケーションの手段として手話を選択することが容易にでき、かつ、手話を使

用しやすい環境を構築するための施策 

(4) 手話通訳者の確保及び養成をはじめとする手話による意思疎通支援者のための施策 

 

今後は、法定計画である「長浜市しょ

うがい福祉プラン・アクションプラン」

に位置付け、既存の枠組みの中で実効性

を担保し、安定的かつ継続的な取組へと

発展させていくことになります。 

 

_____________________________________ 

 

長浜市手話施策推進会議の皆さんにおかれましては、手話施策が総合的かつ計画的に進め

られるように、令和５年度から施策の推進状況の点検や評価等にご協力いただきました。 

 

今後、その役割は既存の枠組みへと引き継がれますが、これまで関わっていただいた皆さ

んから、当該会議に関わったことで生まれた気づきや、意識・行動の変化など、ご自身に生

じた変化や具体的な行動などがあれば、ご紹介いただけると幸いです。 

 また、今後に期待することなどもあれば、併せてお教えください。 

 

＜メモ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本資料を回収する予定はありません。発言メモとしてお使いください。 

 

 R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 

長浜市しょうがい福祉プラン        

アクションプラン        

長浜市手話言語施策 
ロードマップ 

       

計画期間 

計画期間 
 

計画期間 
 

計画期間 
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手話で共に暮らす長浜市手話言語条例 

       

手話は、音声言語とは異なる言語であり、手指や体の動き、表情を使って視覚的に表現

する言語です。ろう者は、他者とコミュニケーションを図り、お互いの気持ちを理解し合

うため、また、知識を蓄え、文化を創造するために必要な言語として、手話を大切に育ん

できました。  

しかしながら、かつて手話が言語として認められず、その使用が禁止されていた時期が

あるなど、ろう者は、様々な場面で、多くの不便や不安を感じながら生活してきました。 

その後、障害者の権利に関する条約（平成 26 年条約第１号）や障害者基本法（昭和 45

年法律第 84 号）において、手話は言語として位置付けられましたが、手話が言語である

との認識は広く共有されている状況ではないことから、手話に対する長浜市民の理解を深

めるとともに、手話を普及して使用しやすい環境を整備していくことが重要です。 

長浜市は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話に関する施策を推進し、長浜市民

が手話の理解と広がりをもって地域で支え合うとともに、長浜市民と長浜市を訪れた人を

含むみんなの心を通わせる豊かな共生社会を実現するため、この条例を制定します。 

（目的） 

第１条 この条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話への理解の促進、手話の

普及及び手話を使用しやすい環境の構築に関し、基本理念を定め、市の責務並びに市民、

ろう者及び事業者の役割を明らかにするとともに、手話に関する施策を総合的かつ計画

的に推進し、もって全ての者が共生することのできる地域社会を実現することを目的と

する。 

（定義）  

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 市民 市の区域内に居住する者、通勤する者又は通学する者をいう。 

(2) ろう者 手話を使用して、日常生活又は社会生活を営む全ての者（手話を使用する

ろう児及び盲ろう者を含む。）をいう。 

(3) 事業者 市内において、事業を行う個人及び法人その他の団体をいう。 

（基本理念）   

第３条 手話への理解の促進及び手話の普及並びに手話の獲得及び習得に関する施策は、

次に掲げる事項を基本として行わなければならない。 

(1) ろう者が、自立した日常生活を営み、全ての市民と相互に人格及び個性を尊重し合

いながら、心豊かに共生することができる地域社会の実現を目指すものであること。 

(2) 手話が言語であることを認識し、ろう者が、手話でコミュニケーションを図りやす

い環境を構築するものであること。 
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(3) ろう者は、手話によりコミュニケーションを円滑に図る権利を有し、その権利は尊

重されるものであること。 

（市の責務）   

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、国、

県その他の関係機関及び手話に関わる団体と連携することにより、ろう者が、手話によ

るコミュニケーションを図ることができ、自立した日常生活又は地域における社会参加

ができるように必要な施策を推進するものとする。   

２ 災害が発生した場合において、市は、ろう者に対し、適切に情報を提供するとともに、

意思疎通の支援に必要な措置を講ずるものとする。 

（市民等の役割） 

第５条 市民は、基本理念にのっとり、手話への理解を深め、手話に関する市の施策に協

力するよう努めるものとする。 

２ ろう者、手話通訳者等の手話を使用する者は、基本理念にのっとり、手話の普及に努

めるものとする。 

３ 事業者は、基本理念にのっとり、ろう者が利用しやすいサービスの提供及び働きやす

い環境の整備に努めるものとする。 

（施策の推進方針の策定） 

第６条 市は、次に掲げる施策を総合的かつ計画的に推進するための方針（次項において

「推進方針」という。）を策定するものとする。 

(1) 手話への理解の促進及び手話の普及を図るための施策 

(2) 手話による意思疎通又は情報を得る機会の拡大のための施策 

(3) コミュニケーションの手段として手話を選択することが容易にでき、かつ、手話を

使用しやすい環境を構築するための施策 

(4) 手話通訳者の確保及び養成をはじめとする手話による意思疎通支援者のための施策 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める施策 

２ 市は、推進方針の策定に際し、必要に応じ、ろう者その他の関係者の意見を反映させ

るために必要な措置を講ずるものとする。 

（財政措置）   

第７条 市は、手話に関する施策を推進するために必要な財政上の措置を講ずるよう努め

るものとする。   

（委任）   

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。   

附 則   

この条例は、令和５年４月１日から施行する。   
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手話で共に暮らす長浜市手話言語条例に規定する施策を推進するための方針 

 

 基本理念にのっとり、手話に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

条例第６条第 1項に基づく推進方針を次のとおり定めます。 

 

１ 手話への理解の促進及び手話の普及を図るための施策 

（１）施策の基本的方向 

市は、市民及び事業者等への手話への理解の促進及び手話の普及を推進

していくため、手話に親しみ、手話への関心を高めるための啓発に取り組

みます。 

（２）推進施策 

    市は、施策の基本的方向に基づき、次のとおり施策を推進します。 

 ア 手話の普及啓発及び理解の広がりの仕組みづくりについて、関係団体と

協働して進めます。 

 イ 手話が言語として認識され、手話やろう者について市民の理解が深まる

よう、各種イベント、広報、ホームページ等を活用し、手話に関する広報・

周知に努めます。 

  ウ リーフレット等を作成し、手話への関心を高めるための啓発活動に取

り組みます。 

２ 手話による意思疎通又は情報を得る機会の拡大のための施策 

（１）施策の基本的方向 

音声言語により提供されている行政情報等について、手話による情報

の取得ができる環境を整備します。 

（２）推進施策 

市は、施策の基本的方向に基づき、次のとおり施策を推進します。 

  ア 手話による市政に関する情報提供に努めます。 

  イ 手話通訳者を派遣するなど、ろう者が安心して社会参加できる環境づ

くりを進めます。 

  ウ 市役所窓口において、ろう者が行政手続きを円滑に行えるよう必要な

対応を行います。 

  エ 災害時の意思疎通支援に必要な体制の整備等に努めます。 

 

３ コミュニケーションの手段として手話を選択することが容易にでき、かつ、

手話を使用しやすい環境を構築するための施策 

（１）施策の基本的方向 

手話は言語であり、ろう者は手話により円滑にコミュニケーションを
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図る権利を有することを認識し、日常生活において手話が使いやすい環

境づくりを進めます。 

（２）推進施策 

    市は、施策の基本的方向に基づき、次のとおり施策を推進します。 

  ア 手話を使用する市民が、行政サービスを利用する際に、手話を使いやす

い環境づくりを進めるため、市職員に対する手話に関する研修会を実施

します。 

  イ 市内の事業所に対して、手話やろう者の理解が広まるように、リーフレ

ットの配布や研修会の支援を行います。 

  ウ 情報機器等を活用した遠隔手話通訳サービス、電話リレーサービス等

の普及啓発を行い、利便性の向上に努めます。 

 

４ 手話通訳者の確保及び養成をはじめとする手話による意思疎通支援者のた

めの施策 

（１）施策の基本的方向 

ろう者が日常生活又は社会生活を営むうえで、特に正確な情報が必要

な時又は自らの意思を正確に伝える時は、手話通訳者を介して意思疎通

を図っており、手話通訳者は重要な役割を担っています。市は、その重要

性を認識し、高度な技術を有する手話通訳者の確保及び養成に努めます。 

（２）推進施策 

市は、施策の基本的方向に基づき、次のとおり施策を推進します。 

ア 手話に関する施策が円滑に実施できるよう、市の専任手話通訳者の確保

に努めます。 

  イ 手話奉仕員養成講座をはじめとした、手話を学ぶ機会の充実を図りま

す。 

  ウ 手話通訳に関する資格取得の支援に努めます。 

 

５ 市長が必要と認める施策 

   その他、条例の目的を達成するため必要な施策を講ずるものとします。 
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手話で共に暮らす長浜市手話言語施策ロードマップ 

  

手話施策を総合的かつ計画的に実施するため、ロードマップを作成します。 

 

１ ロードマップの位置付け 

（１） 手話言語施策ロードマップとは 

このロードマップは、手話で共に暮らす長浜市手話言語条例※（以下「条例」と

いいます。）第６条に基づき、施策の推進方針を策定しており、それを実現するため、

市が実施している・実施を検討している施策をまとめたものです。 

 

（２） ロードマップの対象期間 

 このロードマップの期間は、令和５年度から令和８年度（令和９年 3 月 31 日）

までです。 

 ただし、本市を取り巻く社会経済状況の変化や、当事者の方との協議、施策の推

進状況などを踏まえ、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実施する／実施を検討する各取り組み 

（１） 手話への理解の促進及び手話の普及を図るための施策 

 R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 

長浜市しょうがい福祉プラン        

アクションプラン        

長浜市手話言語施策 
ロードマップ 

       

取組内容 
スケジュール 

～Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

イベントの開催  実施    

広報誌「広報ながはま」【特集号】  特集頁    

広報誌「広報ながはま」【連載】      

ホームページ・ＳＮＳ等の活用      

パンフレット等の作成  作成   更新 

国スポ・障スポＰＲ動画      

手話出前講座の実施 
      

目標 ― 5件 5件 5件 5件 

計画期間 

計画期間 
 

計画期間 
 

計画期間 
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※１ 市内小学校 23校、中学校 10校、小中一貫校 2校  

 

（２） 手話による意思疎通や情報を得る機会の拡大のための施策 

 

 

 

 

 

 

※もしもしメール、FAX１１９、ネット１１９、110番アプリシステムの活用を促

進するための啓発も実施 

 

（３）コミュニケーションの手段として手話を選択することが容易にでき、かつ手話を使

用しやすい環境の構築のための施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）手話通訳者の確保及び養成をはじめとする手話による意思疎通支援者に関する施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市職員へのワンポイント 

手話講座 

      

目標 ― ５回 12回 12回 12回 

小中学校への出前講座の 

実施（※１） 

      

目標 ― ５校 １０校 10校 10校 

取組概要 
スケジュール 

～Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

意思疎通支援者の派遣      

遠隔手話サービスの実施      

災害時避難所における情報提供      

取組概要 
スケジュール 

～Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

職員向け出前講座の実施      

 目標 ― 3回 3回 3回 3回 

電話リレーサービスの普及促進 
     

事業所等への啓発 
     

取組概要 
スケジュール 

～Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

手話奉仕員養成講座（入門課程）      

の実施 目標 ― 40人 30人 30人 30人 

手話奉仕員養成講座（基礎課程）      

の実施 目標 ― ― 15人 15人 15人 

手話奉仕員養成講座修了者のスキ

ルアップ研修 

     

資格取得者への助成      

 目標 ― ― 2人 2人 2人 
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３ ロードマップの点検・評価 

   このロードマップに沿って取り組みを進めるため、「長浜市手話施策推進会議」を活用

し施策の推進状況の点検及び評価等を行います。 

そのため、年度初めに前年度の取組みの評価を行い、現行施策の見直し改善を図りま

す。また、今年度の目標を定め事業を実践します。中間期に次年度の計画を立案し、有効

性・効率性の高い施策実現を目指します。 

 
 4月 5月 6月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 

内容 

            
前年度 

評価等 

次年度 

計画等 
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